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TOTOKYO 写真展写真展1945
● 写真展開催にあたって
　このたび中部大学は、米国・オハイオ大学の美術担当名誉教授で、2003 年に亡くなられた Clifford McCarthy 氏が若き日
に撮られた写真を、McCarthy 夫人より寄贈していただくことになりました。これを記念して中部大学は、McCarthy 夫人
と故 McCarthy 氏の友人で寄贈の橋渡し役をされたオハイオ大学の Kroutel 名誉教授をお招きし、春日井キャンパスにある
国際交流プラザにて写真展を開催することにいたしました。
　第二次世界大戦中に米国空軍の写真偵察隊員として南太平洋地域に従軍した Clifford McCarthy 氏は、終戦後母国への帰
途に東京の調布に約 6 週間滞在されました。その折に、戦後間もない荒廃した東京の街や人々の姿を、若き米国兵の目を通
して生き生きと写し出し、芸術的にも歴史的にも貴重な写真として残されました。
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●JR中央本線 「神領」 駅よりスクールバス約 7分

●JR中央本線 ・愛知環状鉄道 「高蔵寺」 駅下車

　　北口⑧番のりばより名鉄バス 「中部大学前」 行き

　　約 10 分

●東名高速道路春日井 I.C. より約 5分

米国・イリノイ州シカゴで生まれる。第二次世界
大戦中は空軍の写真偵察部隊に所属。ウィスコン
シン大学でM.A. 修了後、1949 年から 1 年間、パリ
で Fernand Léger 氏の指導のもと、絵画を学ぶ。 
その後 32 年間、オハイオ大学芸術学部で教授を務
める。退職後は生涯にわたり何度もニカラグアへ
渡り、現地の村民や農民の姿を撮り続けた。

● 展示写真から

Clifford Thomas McCarthy　（1921 ～ 2003）
　Clifford McCarthy 氏が 32 年にわたり教鞭
をとられたオハイオ大学と中部大学とは、学
術交流協定締結大学として、1973 年より 30
年を超える緊密な交流を重ねて来ました。そ
の交流の歴史の中で、McCarthy 夫妻の最愛
のご令嬢で、若くして亡くなられた Domini
さんとそのご主人は、1977 年から 2 年間、中
部大学で英語の教員として勤務されました。
　62 年前の写真に映し出された当時の東京の
人々が復興を目指して力強く生きている様子
をぜひご覧ください。


